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３．２．５ 津波波源モデル・震源断層モデルの構築  
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(1) 業務の内容  

 

(a) 業務題目: 

  2.5.1 断層モデルの構築 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

東京大学地震研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機

構地震津波海域観測研究開発セン

タープレート構造研究グループ 

 

横浜国立大学大学大学院環境情報

研究院 

国立研究開発法人防災科学技術研

究所地震津波防災研究部門 

岩手大学理工学部 

新潟大学理学部 

 

弘前大学大学院理工学研究科 

中部大学工学部共通教育科 

教授 

 

教授 

准教授 

特任助教 

特任研究員 

特任研究員 

 

特任研究員 

 

 

技術研究員 

 

 

特任技術研究員 

教授 

 

主任研究員 

 

教授 

教授 

講師 

教授 

教授 
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(c) 業務の目的 

 サブテーマ 2 で得られる成果と日本海とその沿岸における既存の資料を総合させて、津

波及び強震動の予測に必要な断層の形状モデルを構築する。初年度に初期モデルを構築し、

調査の進展に従い逐次更新する。サブテーマ 3 の津波予測・強震動予測の結果と、サブサ

ブテーマ 2.1 の歴史地震・古津波調査の結果を総合に検討し、妥当な震源断層モデルを構

築する。 

 

 



 

 207

(d) ８か年の年次実施計画（過去年度は、実施業務の要約） 

1) 平成２５年度: 

 「ひずみ集中帯の重点的調査観測・研究」プロジェクトで収集したデータを含め、石油

公団・産総研の反射法地震探査資料・海底地形データを含めて、海域の津波波源・震源断

層の主要断層線と傾斜を推定し、日本海とその沿岸域の断層の初期モデルを構築した。 

 

2) 平成２６年度: 

 平成 25 年度に実施した沿岸および海陸統合構造調査の成果を、日本海と沿岸域の断層

の初期モデルに反映させた。地震活動の情報（サブサブテーマ 2.5.2）、構成岩石モデル（サ

ブサブテーマ 2.5.3）の成果とともに、断層モデルを更新した。佐渡海峡〜富山トラフ、能

登半島西方海域において、収集した沿岸反射法地震探査結果、飛騨山脈北縁から能登半島

北方海域の海陸統合構造調査に基づいて、波源断層および震源断層モデルを構築した。 

 

3) 平成２７年度: 

平成 26 年度に実施した沿岸および海陸統合構造調査の成果を、日本海と沿岸域の断層

の初期モデルに反映させた。地震活動の情報（サブサブテーマ 2.5.2）、構成岩石モデル（サ

ブサブテーマ 2.5.3）の成果とともに、断層モデルを更新した。 

 

4) 平成２８年度: 

 山口県〜九州北部沖から対馬に至る海域において、断層モデルを更新した。 

 

5) 平成２９年度: 

 島根県沿岸から対馬海盆南部、大和海盆において、構造調査データに基づいて断層モデ

ルを修正した。北陸沖から西南日本全域にかけての断層モデルをとりまとめた。 

 

 6) 平成３０年度: 

 北海道西部日本海域と沿岸において、断層モデルを更新した。 

 

7) 令和元年度: 

 東北日本沖と東北日本の沿岸域の断層モデルを修正し、日本海および沿岸域の波源・震

源断層モデルを作成する。 

 

8) 令和２年度: 

 他項目の検討結果を反映させ、日本海および沿岸域の波源・震源断層モデルを完成させ

る。 

 

(e) 平成３０年度業務目的 

 北海道西部日本海海域と沿岸の構造調査データに基づいて断層モデルを修正する。 
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(2) 平成３０年度の成果  

(a) 業務の要約 

 海上反射法地震探査、海陸統合地殻構造探査の結果や既存の資料をもとに北海道西方沖

海域と沿岸域の震源・波源断層モデルを作成した。 

 

(b) 業務の実施方法と成果 

 日本海には多数の活断層が存在し、津波の波源となっている。また、海陸境界部には活

断層が分布することが多く、震源断層のモデル化は重要な課題である。平成 25 年度には、

国土交通省・内閣府・文部科学省が事務局を務める「日本海における大規模地震に関する

調査検討会」（以下「日本海検討会」と呼ぶ。）と共同して、産業技術総合研究所および地

質調査所、石油公団、海洋研究開発機構のデータなどを基に、日本海全域についての矩形

モデルを作成した 1)。この報告では、特に、地震発生層の深さは、地震波トモグラフィや

地質構造に基づく構成岩石の推定と、それらのレオロジー特性を基に推定した。また、地

震観測から推定されている応力状態をもとに、断層面のすべり角を求めた 2,3)。本プロジェ

クトでは、調査の進展に併せて断層モデルを更新していくものとし、平成 30 年度には、海

洋研究開発機構が平成 29・30 年度に取得した北海道西方沖周辺の反射法地震探査データ

を用いて断層モデルを構築した。 

 

1) 北海道西方海域における波源・震源断層モデルの作成 

北海道西方海域は、水深 3,000 m の日本海盆が広がり、日本海東縁の幅の狭い領域で北

海道の大陸地殻に接する。この間には幅の狭い海盆と海嶺が形成され、逆断層型の巨大地

震が発生することから、北米 /ユーラシアもしくはアムール /オホーツクのプレート境界を

なすと考えられてきた（中村, 1983 4) ; Seno et al., 1996 5)）。こうしたプレート境界とし

ての扱いは、地震調査推進本部の長期評価にも継承され、日本海東縁の北縁は海溝型とし

て分類されている。しかしながら、海域活断層の分布は、太平洋側の地域のようにプレー

ト境界の巨大な衝上断層によって代表されるものではなく、多数の活断層が分散して分布

しており、日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）1) では、個々の活断層

ごとに津波の評価が行われている。 

日本海の拡大様式には、観音開きのような saloon door 型の扇状の回転が主体のモデル

(Otofuji et al. , 19856))と、横ずれ断層によるプルアパートによる形成モデル（Jolivet and 

Tamaki, 19927) ; Jolivet et al., 1992 8)）が提案されている。地殻の変形プロセスでは、一

度形成された断層は弱面として再活動することが一般的であり、プルアパートモデルで提

案されているような日本海形成時の日本海東縁に推定されている大規模な横ずれ断層の存

否は、震源断層モデルを構築する上でも重要な問題である。北海道西方沖では、産業総合

研究所により浅層の音波探査が実施され、それらの成果は海洋地質図として出版されてい

る 9,10,11,12)。他方、より深部を対象としたマルチチャネル反射法地震探査は、資源探査を

目的として北海道北部沖において実施されているが（天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協

会，1992）13)、北海道南部については深部構造をターゲットとしたマルチチャネル反射法

地震探査は、実施されてこなかった。平成 29〜30 年度にかけて海洋研究開発機構によっ
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て実施されたマルチチャネル反射法地震探査（図 1）は、こうした空白域を埋めるもので

あり、津波波源モデルにとって不可欠な資料を提供している。 

ここでは、主として海洋研究開発機構が本プロジェクトにおいて取得した反射法地震

探査断面を基に、震源断層の矩形モデルを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 北海道西方沖の海底地形名と反射法地震探査測線図。赤線は、反射法地震探査測線、

黒字は測線番号。小さい数字は CDP 番号、黄色丸は CDP 番号に対応した測線上の位置。 
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震源断層の下限深さについては、日本海検討会（2014）1)・佐藤ほか（2014）2) の他、

Omuralieva et al. (2012)14) についても参考にした。地質構造の記載にあたり、必要となる

海底地形名については図 1 に示した。使用した海底地形名は、海上保安庁海洋情報部の「海

底の名称に関する検討会」15) によった。作成した震源断層の矩形モデルを図 2 に、パラメ

ータ表を表 1に示す。断層のすべり角については、日本海検討会（2014）1) と同様、Terakawa 

and Matsu’ura (2010) 16) による応力配置をもとに求めた。震源断層の名称については、上

盤プレート内の震源断層についてクーロン応力を計算するために作成した断層矩形モデル

（3.2.6 参照）と共通した番号で表記した。このため海域断層については、番号が連続しな

い場合もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 北海道西方海域における震源断層の矩形モデル。図中の記号と番号は断層番号。表

1 参照。太い赤実線：断層面の上端、矩形（内部を黄色で塗色）：断層面の平面投影。 
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表 1 北海道西方海域の震源断層モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 北海道北部西方沖域（留萌・手塩西方沖）の断層モデル 

 武蔵海盆から手売舟状海盆以北の北海道北部西方域については、本プロジェクトでは新

しいマルチチャル反射法地震探査データが得られておらず、既存の資料を基に検討を加え

た。 

RS01a、b、c および RS03a、b、c：新たな資料は得られておらず、全体の形状については

日本海検討会（2014）1) と同様である。ここでは、とくに断層の走向変化の大きい箇所

に留意して、3 つの断層に区分して表示した。 

 

3) 北海道中部西方海域（石狩湾・積丹半島沖）の断層モデル 

主として石油公団が取得した資料 17, 18) について、検討して断層モデルを作成した。武

蔵碓から沖武蔵碓の断層 RS04 と RS05 は、北北東から北東南西走向で東傾斜の低角逆断

層で、連動して活動する可能性がある。忍路海山を隆起させる逆断層 MS01 は東傾斜で、

その南方の断層 MS02 は西傾斜の断層となる。傾斜は異なるものの震源域は連続して南北

方向に分布し、連動して活動する可能性がある。利尻島南方の手売碓には、断層 RS06、
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RS07、RS08が孤立した断層として分布する。いずれも中角度の傾斜をもつ逆断層である。 

以下の断層については、海洋研究開発機構の取得データ 19) をもとに断層ごとに述べる。 

ST01：南北に連なる海洋海山の西麓に位置する日本海盆との境界部に分布する東傾斜のス

ラストで、測線 SJ1705、1706、1707 で確認できる（図 3）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 断層 ST01 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：日本海拡大期に活動した

正断層。 

 

ST02：測線 SJ1705、06 で確認できる中角度西傾斜の逆断層である（図 4）。 

ST03：測線 SJ1706 で認められる東傾斜の逆断層である。伏在断層であり、上盤側で地形

的に隆起しているため、活断層と判断した（図 4）。 

ST04：測線 SJ1707、08 で認められる北西-南東走向の中角度西傾斜の逆断層である（図

5）。 

ST05：積丹半島北西沖に分布する断層で、北北東-南南西走向の西傾斜の逆断層で、石油

公団資料 20) より傾斜を推定した。 
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図 4 断層 ST02 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：日本海拡大期に活動した

正断層。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 断層 ST04 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層、青線：逆断層。 
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MS04：留萌沖の「天狗のあご」の東縁に分布する北北東-南南西走向、西傾斜の逆断層で

断層長の評価には、海洋研究開発機構の他、石油公団の資料 17) も利用した（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 断層 MS04 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 

 

MS05：留萌沖の MS04 の南東に隣接し、積丹碓の東縁に分布する北北東-南南西走向、西

傾斜の逆断層である。成長層と隆起側の海底地形から、活断層と判断した（図 7）。この

断層はさらに南方の測線 SJ1706 まで追跡されるが、活断層としての特徴は希薄になる

（図 8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 断層 MS05 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。青線：活断層とは判断できない

逆断層。 
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図 8 断層 MS05 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 

 

MS06：神威海嶺の東縁に位置する南北走向の中角度西傾斜の逆断層である（図 9）。低下

側には成長層が分布し、上盤側の隆起運動は海底地形にも現れている。類似の特徴はよ

り南方の測線 SJ1707 でも同様に現れている（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 断層 MS06 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 
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図 10 断層 MS06 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 

 

ST06：後志海山・後志海嶺の東麓に分布する西傾斜の逆断層である。測線 SJ1708（図 11）

および図 14 の測線 SJ1801 で判別される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 断層 ST06 を横切る反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 

 

 

4) 北海道南部西方海域の断層モデル 

 

ST07：後志海嶺の東麓に分布する西傾斜の逆断層である（図 12）。低下側で厚い新規堆積

層と上盤側の隆起地形が顕著である。 

ST08：断層 ST07 の南に隣接して、奥尻海嶺北部の東麓に南北方向の走向を有する中角度

の逆断層である（図 13 の測線 SJ1708、CDP5800）。奥尻海嶺の西翼にも逆断層が発達
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しており、主断層の認定が難しい。ここでは、東翼の変位量がやや大きいと判断して、

西傾斜の断層を主断層と判断した。測線 SJ1801 では、明瞭な西傾斜の逆断層となる（図

14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 奥尻海嶺北部を東西に横断する反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 奥尻海嶺北部を東西に横断する反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 

 

 

ST09：断層 ST08 の南方、奥尻海嶺の東麓に分布する南北走向の西傾斜の逆断層である（図

12）。 
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図 14 奥尻海嶺北部を東西に横断する反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

A：位置図と測線全体の断面。B：測線東部断面の拡大。左肩は測線番号、位置は図 1、

2 参照。赤線：活断層、緑線：音響基盤上面、黒線：正断層、紫線：モホ面。 

 

 

OK01：奥尻海嶺の南部の東麓には、ほぼ南北走向の西傾斜の逆断層が分布する。この断層

は、3 測線(SJ1803、SJ1804、SJ1805)で判読される（図 15、16、17）。逆断層運動と調

和的な海底地形を形成し、変位は最も若い反射面群にも及んでおり、活断層と判断され

る。 
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図 15 奥尻海嶺中部を東西に横断する反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 奥尻海嶺南部を東西に横断する反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 
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図 17 奥尻海嶺南部を東西に横断する反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層。 

 

 

OK02：奥尻島北方の稲穂海丘の東麓に分布する北北西-南南東走向の西傾斜の逆断層であ

る。この断層が判読された測線 SJ1806 の断面を図 18 に示す。測線東部には日本海拡大

時の西傾斜の正断層が分布するが、断層 OK02 はこうした正断層と形状が類似し、上盤

側に厚い堆積層が分布することから、基本的には正断層の反転によって形成されたもの

と判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 奥尻島北方から日本海盆に至る東西方向の反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層。 

 

 

OK03a、b：西奥尻島海嶺の東麓に分布し、連続する断層であるがトレースが逆くの字型

に折れ曲がった形状を示すため、二条の矩形断層面（OK3a、b）に区分した。両断層面

とも西傾斜に中角度で傾斜した逆断層である（図 16、17）。 
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OK04：奥尻島の西方に位置する北北西-南南東方向の東傾斜の逆断層である（図 18）。 

OK05：奥尻島から奥尻海脚の西側に位置する西傾斜の断層である（図 20）。新第三系堆積

物の層厚が東方に向かって増大し、奥尻海脚ではこの堆積物に相当する反射面群が認め

られないことから西傾斜の断層が推定される。この断層は、屈折トモグラフィによる速

度構造によっても不連続的な速度構造として明らかにされている（本報告 3.2.2.1）。構

造としてはリフト形成期の正断層としか認識できない。1993 年北海道南西沖地震震源

分布は、奥尻島の西方で西傾斜の震源分布を示し 21)、地震波・測地・津波などから震源

断層が推定されている 22)。この中で奥尻島西方域に推定される震源断層は中角度で西に

傾斜した逆断層で、構造探査から明らかになった西傾斜の正断層とほぼ一致する。した

がって、構造探査から正断層型の断層として判断される断層 OK05 は、北海道南西沖地

震の際は、逆断層として再活動したと判断される。今回、得られた反射法地震探査では、

新期の逆断層運動について独自に判断することは難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 奥尻島北方から日本海盆に至る東西方向の反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 奥尻島北方から日本海盆に至る東西方向の反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層。紫色波線はモホ面。  
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OK06：西奥尻海盆西部の断層で、北北東-南南西走向で海底地形でも幅の狭い隆起帯とし

て現れている。この隆起部の西縁に位置する東傾斜の逆断層である。測線は海底地形か

ら推定される断層の南端部に位置し、図 19 では断層の存在は明瞭であるが地表近傍ま

で断層変位が及んでいない。 

OK07：西奥尻海嶺西縁の断層で、北北東-南南西走向で海底地形でも明瞭に隆起帯として

現れている。東傾斜の低角度の逆断層である。測線 SJ1807 から SJ1809 まで分布する

（図 19、20、21）。 

OK08：奥尻海盆北部に分布する小規模な東傾斜の北北東-南南西走向の逆断層である。測

線 SJ1808 で確認できる（図 20）。変位と調和的な変形が海底地形にも現れており、断

層は地表近傍まで及んでいる。 

OK09：奥尻海脚の西縁に海脚の伸びと平行に分布する東傾斜の逆断層である。測線

SJ1808 および SJ1809 で確認できる（図 20, 21）。南端は、奥尻海脚の南端部とした。 

 

OS03：瀬棚沖の奥尻海盆東縁の断層である。海岸に沿ったブーゲ異常の急変帯 23) と、海

成段丘の分布高度 24) などから陸側隆起の断層を推定した。角度は平均的な 45 度と推定

した。 

OS05：江差沖の奥尻海盆東縁の断層である。東傾斜の複数の逆断層から構成される（図 20）。 

OS07：函館平野西縁断層帯 25) である。この断層トレースについては、陸域については都

市圏活断層により、海域については楮原ほか（2012）26) によった。本報告の 2.3.2 のよ

うに函館平野北西部での反射法地震探査の結果から、地下 1 km 以浅ではデタッチメン

トを伴う低角度の形状を示すが、深部の傾斜は約 45 度と推定される。 

OS08：松前沖の奥尻海盆東縁の断層である。測線 SJ1809 の東端部で確認できる（図 21）。

ブーゲ異常の急変帯 23) と、海成段丘の分布高度 24) などとも整合する。深部形状は不明

なため、断層の傾斜角度は平均的な 45 度と推定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 奥尻島北方から日本海盆に至る東西方向の反射法地震探査断面とその地質学的解釈 

左肩は測線番号、位置は図 1、2 参照。赤線：活断層、黒線：正断層。 
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5) 北海道陸域と沿岸の断層モデル 

 沈み込み境界での固着の状態は上盤プレート内の応力状態に影響を及ぼし、プレート内

地震の発生に大きな影響を与える。本プロジェクトではサブテーマ 3.2.6 において、千島

海溝沿いのプレート境界の固着状況と、上盤プレート内の断層に作用するクーロン応力を

検討した。そのためには、震源断層の形状についての矩形モデルを構築する必要がある。

ここでは、既存の研究成果をもとに断層の矩形モデルを作成した（図 22、表 2）。地表の断

層トレースは、地震調査推進本部、産業技術総合研究所活断層センター、今泉ほか（2019）
27) をもとに簡略化した。地震発生層の下限深度については、Omuravia et al. (2012)14) に

よった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 北海道周辺の震源断層の矩形モデル 

赤線：断層上端、断層番号は本文、および表 2 と同一。 

 

RS02：幌延断層帯 27) に相当する。産業技術総合研究所の活断層データベース 28) の幌延

活動セグメントの傾斜角から 45 度とした。 

OS01：黒松内低地帯の東方の幌別山地は南北方向のドーム状の構造を示し、鮮新世〜更新

世に隆起したと推定されている 29)。幌別山地北縁の海岸部の同位体ステージ 5e の海成

段丘の高度分布 24) や黒松内低地帯東縁の地質構造から、東傾斜の伏在断層を推定した。

尚、黒松内断層帯は全体として西傾斜であるが、東端部では東側傾斜の断層が分布する。

OS02 の黒松内断層帯に比べ、不確実ではあるが東傾斜の断層を推定した。 

OS02：黒松断層帯 28,30) に相当する。黒松内低地帯では、低地内に分布する厚い新第三系・

第四系の中に褶曲-断層帯を形成し、低角度の断層が推定されている 31)。ここでは、東北

日本弧の新第三系基盤岩中の逆断層が中角度であることが多いことを考慮して 45 度と

推定した。 
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0S04：渡島半島北東部の国縫沖の沿岸に位置する北東-南西方向の推定断層である。南西部

は陸域の八雲断層帯 27) に相当する。北東部については沿岸に沿ったブーゲ重力異常の

急変帯 23) と同位体ステージ 5e の海成段丘の分布 24) から推定した。傾斜は 45 度とし

た。 

0S06：渡島半島北東部の八雲沖の沿岸に位置する北西-南東方向の推定断層である。南東端

は陸域の活断層となる 27)。沿岸に沿ったブーゲ重力異常の急変帯 23) と同位体ステージ

5e の海成段丘の分布 24) から推定した。傾斜は 45 度とした。 

 

 

表 2 北海道陸域と周辺海域の震源断層モデルのパラメータ 

（日本海とその沿岸は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IK01：野幌断層帯 31) の北部に相当する。平成 29 年度の石狩平野横断地殻構造探査の成果

32) から、野幌背斜は西翼急傾斜、東翼緩傾斜の非対称褶曲であり、地下 4〜10 km まで

東傾斜の断層の存在が明らかになっている。 

IK02：野幌断層帯 31) の南部に相当する。野幌丘陵の東縁は東傾斜の撓曲変形によって特

徴づけられる 31)。この領域では北部と異なり西傾斜の撓曲変形は認められず、西側隆起

の構造のみとなる。このため西傾斜の断層面を推定した。 

IK03：太美背斜西翼 33) の伏在断層の伏在断層である。石狩平野横断地殻構造探査 31) から

西翼急傾斜の非対称褶曲の形状が明らかになり、東傾斜の推定断層が推定される。 

IK04：石狩平野西部の活褶曲である海岸平野背斜 33) の東翼には、東側低下の逆断層が推
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定されており、この褶曲が断層関連褶曲と見なして、断層面を推定した。 

MK01：増毛山地東縁断層帯 27,34,35,36) 北部に相当する。西傾斜の逆断層で北部では南北走

向、南部では北東-南西方向となる。ここでは、矩形断層で近似したため走向が変化する

領域で二つに分け、北部を MK01a と南部を MK01b とした。 

MK02：当別断層帯 37) に相当する。西傾斜の逆断層である。南方延長は石狩平野下の金沢

背斜 33) まで延長させた。走向からは野幌背斜と連続するが、背斜を生み出した断層の

傾斜は異なり、野幌背斜北部は東傾斜、金沢背斜は西傾斜となり、震源断層としては連

続しない。 

IT01a-d：IT01a は地震調査推進本部の石狩低地東縁断層帯 38) の北方延長に相当する。地

震調査推進本部（2003）38) では断層の記載はない。断層トレースと傾斜は、サブテーマ

3.2.4 の成果（本報告）に基づく。ここでは石狩低地東縁断層帯として扱う。b-d のトレ

ースは、地震調査推進本部（2003）38) による。傾斜については、平成 29 年度の本プロ

ジェクトでの構造探査の成果、伊藤（2000）39) などによる。東傾斜のスラストで、地震

発生層は日高山脈下の深部まで及び、震源断層面積は大きな値となる。 

IT02：日高山脈の南西縁を限る断層として推定した。活断層データベース 28) の荻伏活動

セグメントなど、陸上にも北西-南東方向の報告されている。また、日高沖の沿岸には、

海岸と平行する北西側隆起のスラスト群が記述されている 40)。ここでは、複数のスラス

トをまとめて表現した。 

FN01：富良野断層帯 41,42) の富良野盆地西縁の断層に相当する逆断層である。 

FN02：富良野断層帯 41,42) の富良野盆地東縁の断層に相当する逆断層である 

TC01：十勝平野断層帯 27,43) 北部の断層群（士幌活動セグメント 28)）に相当する。 

TC02：十勝平野断層帯 27,43) 中部の断層群(途別川活動セグメント 28))に相当する。西方に

凸型に張り出した形状を示し、低角度の傾斜が推定され 30 度とした。 

TC03：十勝平野南部の光園寺断層 31) に相当する。海岸方向への延長は、ブーゲ異常 23) の

勾配が最大になる部分まで延長した。 

AS01：網走湖東方起震断層 28) は東傾斜の逆断層であるが、重力異常からはこの断層の東

方側にはより低いブーゲ重力異常を示し、より厚い堆積物の分布が推定される。このた

め深部の主要断層は西傾斜の逆断層と推定した。 

AS02、AS03：北見大和碓は網走沖に位置し、南北に伸びる隆起帯を形成している 44,13)。

その両端には南北走向の活断層が記述されている 45)。東縁のブーゲ異常はシャープな重

力異常急変帯を構成し 46)、東側の堆積盆地との境界をなす。北見大和碓の西側にも断層

が存在するが重力異常の点からは東側に比べ、変化量は少ない。そのため重力の急変帯

に沿って西傾斜の逆断層を推定し、南部を AS02、北部を AS03 とした。 

SR01：峰浜断層帯 27) に相当する。海域延長は重力異常の急変帯 23) による。 

SR02：ブーゲ重力異常の急変帯 23) と同位体ステージ 5e の海成段丘の分布 24) から推定し

た。知床半島は、南東岸と北西岸の断層によるポップアップ構造をなしていることから

推定。 

SR03：標津断層帯 27) の古多糠活動セグメント 28) に相当する。海陸境界域については、ブ

ーゲ重力異常の急変帯 23) と同位体ステージ 5e の海成段丘の分布 24) から推定した。 

SR04：標津断層帯 27) の開陽活動セグメント 28) に相当する。傾斜は活断層データベース
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28) による。 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

 平成 29 年と 30 年に実施した海洋研究開発機構の反射法地震探査結果、既存の資料をも

とに北海道西方海域において波源矩形モデルを作成した。また、海溝型地震と上盤プレー

ト内地震の関係について検討するための基礎資料として、北海道陸域と周辺海域の震源断

層の矩形モデルを作成した。1993 年北海道南西沖地震の震源断層として活動した断層の

一部は正断層の再活動であるが、構造探査からは総反転量が少なく活断層としての認定が

難しい。日本海形成時の正断層群を震源断層としてどのように扱うかは今後の課題である。 
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(3) 令和元年度業務計画案  

 東北日本海沖において海洋研究開発機構が取得した資料を中心に検討し、日本海と沿岸

域の断層モデルを構築する。地震活動の情報（サブサブテーマ 2.5.2）、構成岩石モデル（サ

ブサブテーマ 2.5.3）の成果とともに、断層モデルを更新する。 


